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航空機騒音に係る環境基準について

環境省水・大気環境局大気生活環境室

環境基本法(1967年、改正1993年)

騒音に係る環境基準 (1971年、改正 1998年)

航空機騒音に係る環境基準 (1973年)

新幹線鉄道騒音に係る環境基準 (1975年)

騒音規制法 (1968年、改正 1999年)

環境影響評価法 (1997年)

小規模飛行場環境保全暫定指針 (1990年)

在来線鉄道の新設又は大規模改良に際しての騒音対策の
指針 (1995年)

環境騒音に係る法体系
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航空機騒音に係る環境基準

７５以下Ⅱ

７０以下Ⅰ

基準値

（WECPNL）
地域の
類型

１９７３年告示

Ⅰをあてはめる地域は専ら住居の用に供される地域とし、
Ⅱを当てはめる地域はⅠ以外の地域であって通常の生活を
保全する必要がある地域

WECPNL = dB(A) ＋10log10N － 27
ここで、

dB(A)：１日のすべてのピークレベルをパワー平均したもの
N ：航空機の機数を時間帯で重み付けした数値

※詳細は「参考資料２」

航空機騒音の評価方法

航空機騒音に係る環境基準（S48.12.27 環境庁告示第154号）

○測定・・・連続７日間の暗騒音より10dB以上大きい航空機騒音のピークレベルと

航空機の機数を記録（周波数特性Ａ、時間特性Ｓ）

○評価・・・測定したピークレベル及び機数から１日ごとの値（単位：WECPNL）を
算出し、すべての値をパワー平均して行う

dB(A) ＋10log10N -27

（注）dB(A) とは、１日のすべてのピークレベルをパワー平均したもの
N=N2+3N3+10(N1+N4)
N1午前0時から午前7時までの間の航空機の機数
N2午前７時から午後７時までの間の航空機の機数
N3午後7時から午後10時までの航空機の機数
N4午後10時から午後12時までの間の航空機の機数
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環境基準の達成状況

一般環境基準、航空機騒音に係る環境基準の達成率は、

近年、概ね７０～７５％で推移している。

図．環境基準の達成状況
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地域の騒音状況をマクロに把握するような地点を選定している場合

騒音に係る問題を生じやすい地点等を選定している場合
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成田国際空港における逆転現象１

• 面積： ９４０ｈａ

• Ａ滑走路

４，０００ｍ×６０ｍ

• Ｂ暫定平行滑走路

２，１８０ｍ×６０ｍ

North

Bird’s eye view of Narita 
Airport from the South

Ａ

Ｂ

航空機騒音に係る環境基準の課題
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対象外

注2）対象外とは、どちらか一方の滑走路における観測結果し
かない地点で、他方の滑走路の観測結果を加えた際に発生
するいわゆる「逆転」が起こりうる可能性がない観測結果の地
点を言う

逆転発生比率

注1）逆転の算出方法：小数点以下第１位にまとめたWECPNL(A) 
or WECPNL(B)　と WECPNL(all)の比較による。
なお、両者の差（逆転）についても0.1dB単位で表される。

43.3%

注）1.図の原点はA滑走路の北端で，A滑走路の方向に縦軸を
設けている。

2.横軸と縦軸の単位はmである。縦横比は異なる
（横長に表示）。
3.レベル値を小数点第1位でまるめた場合の結果である。
4.対象外とは，どちらか一方の滑走路における測定結果
しか ない地点で，他方の滑走路の測定結果を加えた
際に発生する逆転が起こる可能性がない地点である。

○平成14年，成田国際空港において暫
定平行滑走路が供用。

○騒音の測定結果から『A，B二つの滑
走路に発着する全ての航空機を対象に

算定したWECPNL値(W値)が，滑走路を
限定して算定したW値より僅かながら小
さくなる場所がある（逆転現象*2）』ことを
確認。

成田国際空港における逆転現象２

航空機騒音に係る環境基準の課題

週別WECPNL「逆転」の発生頻度分布（平成15年度：週別WECPNL値)

360週/局×102局

週別評価値で 0.1～0.5 WECPNL程度の逆転が発生

成田国際空港における逆転現象３

航空機騒音に係る環境基準の課題
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騒音の総合評価

航空機騒音に係る環境基準の課題

一般地域、
道路に面する地域

Leq LA,Smax WECPNL

音源ごとに評価指標が異なるために総曝露量の

把握が困難

新幹線 航空機
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